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各位

積水化学工業株式会社

管路更生事業の海外展開を本格化

韓国で管路更生用材料の製造・販売合弁会社を設立

米国での施工第２段を６月に開始 ～ ロサンゼルス郡で下水道管路更生を本格受注
Ⅰ．韓国で管更生材料の製造・販売合弁会社を設立

積水化学工業株式会社（社長:大久保尚武、以下積水化学）と韓国のリフレッシュ技術株式会社

（社長:李弘元、以下リフレッシュ社）は、韓国内に合弁会社を設立しました。

１．背景

  　　韓国の下水道普及率は全国平均で６６％とほぼ日本と同じ高い水準にあり、一方、既設後５０年以上経過し、改築、リニューアルを至急実施する必要がある下水道は全国で約４万ｋｍにおよびますが、その更生実績は２００４年までで約１千ｋｍとなっています。こうした中、ソウル市などの都市部で下水道老朽化による道路陥没、浸水事故が多発しており、その改築、リニューアルは急務となっています。

２．ねらい

リフレッシュ社は、下水道等管路の改築補修分野に強みを持つ土木建設会社です。これまで、当社はリフレッシュ社に対し独自の管路更生工法「ＳＰＲ工法」の施工技術を供与、リフレッシュ社は「ＳＰＲ工法」による十数件の施工を実施してきました。

この度、さらに当社が「ＳＰＲ工法」に使用する管更生材料の製造技術・ノウハウを投入し、韓国国内で生産・販売する会社を両社の合弁で設立することにより、ＳＰＲ工法を市場へ普及・拡大し、優位性の獲得をねらいます。

　　３．合弁会社の概要（２００５年４月設立、生産開始）

　（１） 社   名　 　　株式会社 積水リフレッシュ

　　                　（英文：SEKISUI REFRESH Co.,Ltd.）

　（２）事業内容　 　　管路更生材料の製造・販売

　（３）本社及び

工場所在地　　 大韓民国 京畿道驪州郡北内面外龍里383-1

　（４）資 本 金　　　 ３０億ウォン（約３億円）

（５）出資比率　　　 積水化学５１％・リフレッシュ社４９％

（６）役　　員　　　 代表理事（２名）会長：積水化学 環境土木システム事業部長 高見 浩三

                 　　　　　            社長：リフレッシュ社 代表理事 李 弘元

　　　　　　　　　　　 理事（１名）  取締役：積水化学 環境･ﾗｲﾌﾗｲﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ国際部長 藤井 重樹

　（７）従業員　　　　 １０名

　（８）生産能力　　　 約４５０トン（６０万ｍ）／年

　（９）工場面積　　　 約１１，０００㎡
　    （10) 事業計画　　 　売上高　２００５年度２億円、２０１０年度　２０億円
＜株式会社　積水リフレッシュ（外観写真）＞
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４．リフレッシュ技術株式会社の概要

　　　　　（英文：Refresh Technology Co.,Ltd.）

（１）事業内容　　土木建設工事（調査会社、設計会社及び土木建設・補修工事など約１０社　　

　　　　　を傘下に置く弘龍建設グループの中核会社）

（２）本社所在地　大韓民国ソウル特別市江東区城内洞５４９－４

（３）代 表 者  　代表理事　李　弘元
（４）資 本 金　　１１億ウォン（約１億円）
（５）売 上 高　  ２００４年度（１２月決算）３３億ウォン（約３億円）
（６）設　  立 　 ２０００年８月

Ⅱ．米国ロサンゼルス郡で下水道管更生工事を本格受注

　　　昨年、米国カリフォルニア州ロサンゼルス市から発注を受け、下水道管更生工事のテスト施工(約８０ｍ)を実施し、その現場見学等を通じて周辺都市部からも大きな反響を得てきました。このたび、ロサンゼルス郡より５５０ｍの延長にわたる本格的な「ＳＰＲ工法」による工事を受注し、米国においても「ＳＰＲ工法」の優位性が認められてきました。

　  【工事の概要】

　　　１．工事名称　　ロサンゼルス郡統合路線Ａユニット下水幹線更生工事第２期

    　２．対　　象　　馬蹄形下水道管（内径：高さ2,900mm・幅2,900mm　延長：548m）

    　３．施工方法　　「自由断面ＳＰＲ工法」

    　４．施工時期　　事前施工５月開始、ＳＰＲ施工６月末開始

Ⅲ．今後の事業計画

　　　日本国内含む管路更生事業の売上高目標は２００５年度１００億円、２０１０年度には５００億円を計画しています。海外での本格展開や管路診断ビジネスの展開とともに、下水道管路以外の農業用水、上水道、工業排水など新規分野における事業創出をはかります。

＜ご参考＞

１．下水道改築工事の問題点

下水道改築工事の問題点としては、①莫大な工事費②工事による道路などの交通渋滞③工事中の周辺環境への影響④工事作業者の安全確保などがあげられますが、これらは日本（※）だけでなく世界各国共通のものです。周辺環境に配慮し、効率的で安全な作業方法が必要とされています。　

　※日本国内においては既設後５０年以上を経過し、改築・更生を実施する必要がある下水道は全国で７，０００ｋｍ（東京～シドニーの距離に相当）に及び、さらに年々増加の一途ですが、その更生の実績は２００４年まで約２０年間の累積でも約２５００ｋｍ（当社推計）にすぎません。

２．当社の管路更生工法「ＳＰＲ（Ｓｐｉｒａｌｌｙ　Ｐｉｐｅ　Ｒｅｎｅｗａｌ）工法」について

　　「ＳＰＲ工法」は、既設管内に硬質塩化ビニル材をスパイラル状にかん合しながら製管し、次に既設管路と更生管（製管した管）の間隙に特殊裏込め材を充填して、既設管路と一体化した強固な複合管として更生する工法です。
　（１）工法の方式と特長

「ＳＰＲ工法」は主に２５０～５，０００ｍｍの中・大口径管路の更生に展開し、以下の３方式が有ります。

１）既設管内を製管機が自走し更生管を製管しながら進む「自走式」（既設管口径９００～５，０００ｍｍ適用）

２）マンホール内に設置した製管機でプロファイルをかん合させ、既設管に挿入する「元押し式」

（既設管口径２５０～９００ｍｍ適用）
３）更生管を製管と同時に高粘度のモルタルを注入し、既設管と付着、一体化させる「ハート式」
（既設管口径８００～３，０００ｍｍ適用）
＜特長＞

施工の際『道路開削が必要ない』という基本的なものに加え、以下の特長が挙げられます。

・工場で生産し、現場では組み立てるだけのため、硬化不良による垂れ下がり等が発生せず、品質が安定している

・有機溶剤使用による火災発生や近隣への臭気発生の危険性が小さい

・耐用年数５０年と長い

・水を流しながら工事ができる

・短工期である
・円形、馬蹄形、矩形など多様な断面に対応できる
・長距離、曲線製管などにも対応が可能 　

　　（２）実績

　　　　当社では１９８４年の工法開発以来、２００４年度末までに日本国内で累計３５３ｋｍの施工実績を有します。最近の主な施工実績は以下のとおりです。

　　　・東京都下水道局青山幹線再構築工事（高3.0m×幅3.5mなど延長約1.6km）

【本件に関するお問合せ先】

　積水化学工業株式会社　環境・ﾗｲﾌﾗｲﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ 環境土木ｼｽﾃﾑ事業部　森岡  TEL03-5521-0553

　　　　　　　　　　　　ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部 広報担当　岩本、中村  　　TEL03-5521-0522
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